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川西市立総合医療センター 

＜令和８年４月１日～令和９年３月３１日＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月４日 
市立病院改革調査特別委員会

資料８



川西市立総合医療センター　事業計画書 

＜令和８年４月１日～令和９年３月３１日＞ 

１．基本方針 

　①病院理念・基本方針 

　　■病院理念 

　　〇良質な医療の提供を通して地域社会に貢献します。 

　　■基本方針 

　　１．患者さんの立場に立ち、誠実であたたかい医療を実践します。 

　　２．安全で良質な医療水準を確保し、信頼と満足が得られる病院を目指します。 

　　３．他の医療機関と連携し、地域医療の貢献に努めます。 

　　４．健全な病院経営を目指し、安定した医療提供を実践します。 

　　５．職員が満足できる病院づくりに努め、地域医療に貢献できる医療人を育成しま

す。 

　　 

 

　②社会医療法人化 

◇社会医療法人認定を目指します。 

　　　川西市立総合医療センターの管理・運営をしていくにあたり、社会医療法人化に

向け準備を進めております。 

 

２．地域ニーズに応じた診療体制 

①入院機能　病棟編成 

　◇病床数　４０５床 

　◇１日あたり想定患者数　３９０人 

　◇１日あたり入院診療単価　６８，０００円 

　◇病棟編成 

　　３階ＨＣＵ（急性期：２０床）高度治療室 

　　　４階西病棟（急性期：４２床） 

　　　４階東病棟（急性期：４３床） 

　　　５階西病棟（急性期：４２床） 

　　　５階東病棟（急性期：４３床） 

　　　６階西病棟（急性期：４２床） 

　　　６階東病棟（急性期：４３床） 

　　　７階西病棟（急性期：３９床）※内、ＳＣＵ３床（脳卒中集中治療室） 

　　　７階東病棟（急性期：４２床） 

　　　８階病棟　（急性期：４９床）※内、新生児４床 



　②外来機能 

　　◇１日あたり想定患者数　６８０人（月曜日～金曜日の診療日数による平均値） 

　　◇１日あたり外来診療単価　１６，０００円 

　　◇診療科目 

　　　内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、腎臓内科、糖尿病・内分泌内科、 

　　　血液内科、神経内科、ペインクリニック内科、外科、消化器外科、呼吸器外科、

乳腺外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、産婦人科、小児科、耳鼻咽喉科、

眼科、泌尿器科、皮膚科、精神科、救急科、麻酔科、放射線科、病理診断科、 

リハビリテーション科、感染症内科 

　　◇連携診療部門 

　　　循環器センター、消化器センター、脳卒中センター、周産期センター、乳腺セン

ター、糖尿病・生活習慣病センター、オンコロジーセンター、人工関節センター、

生殖医療センター、救急センター、内視鏡センター、急性期リハビリテーション

センター、ＩＢＤ(炎症性腸疾患)センター 

　　◇診察日・受付時間 

　　　診 察 日：月曜日～土曜日（祝日を除く）、※土曜日は専門外来のみ 

　　　受付時間：午前８時３０分～１１時３０分 

 

　③地域医療連携 

　・ＰＳＣ（患者支援センター）において、紹介及び逆紹介患者への迅速な対応や開

放病床の利用促進など、登録医や地域の医療機関との連携をより強化します。 

　・ＰＦＭ（patient flow management）の本格的な導入を行い、患者さんの入院前ある

いは直後から病状に応じて治療計画を立て、退院・転院まで視野に入れて患者支

援を行います。更に患者相談体制を充実し、入院から退院・在宅への移行が円滑

に行えるよう、回復期や慢性期医療機関、介護施設、在宅医との連携を強化しま

す。 

 

　④救急医療 

　・救急科において救急初療室を４床確保し、各専門診療科との連携を密に行い、救

急患者の受入体制を高水準のまま維持します。 

　・兵庫医科大学病院等の３次救急医療機関との連携強化を継続します。 

　・救急科、循環器内科、脳神経外科、小児科及び外科において救急ホットラインの運

用を強化します。 

　・ドクターカーの運用を継続します。 

 

 



　⑤小児医療 

　・阪神北圏域小児救急２次輪番病院として、１次救急の「阪神北広域こども急病セ

ンター」、３次救急の「兵庫県立尼崎総合医療センター」との連携を図り、小児救

急患者の受入に対応します。 

 

⑥周産期医療 

　・安心して出産ができるよう産科ＰＲ動画を活用するほか、要望に応じて無痛分娩

を実施します。また、第二協立病院と連携し、不妊診療体制の充実を継続しま

す。 

 

　⑦５疾病医療 

　・がん 

　　兵庫県がん診療連携拠点病院に準じる病院として、がんの予防・早期発見から集

学的治療まで、総合的ながん医療体制を強化します。なお、ＰＥＴ検査、放射線

治療などについては、患者にとって最適な治療を受けることができるよう、高度

専門病院との連携・紹介等を通じて地域医療のハブ的役割を担います。 

　・脳卒中 

　　脳卒中や外傷などの急性期の診断から治療、急性期リハビリテーションまでの高

度かつ総合的な急性期脳卒中医療への対応を強化します。 

　・急性心筋梗塞 

　　入院治療を要する患者の治療管理等、内科的治療を行います。なお、心臓血管外

科領域については、周辺の専門医療機関との連携強化によって医療体制の充実を

図ります。 

　・糖尿病 

　　糖尿病診断、患者教育、糖尿病合併症診断および他診療科との連携による糖尿病

合併症の集学的治療を行います。なお、透析については、導入透析の対応を行

い、維持透析については、地域医療機関（かかりつけ医）と連携しながら治療を

行います。 

　・認知症 

　　精神疾患以外の入院・外来患者で認知症を合併した患者への対応を行います。なお、

上記以外の患者は原則、専門病院と連携し、診療体制の充実を図ります。 

 

⑧手術支援ロボット 

・令和８年２月に運用を開始した手術支援ロボット「hinotori」について、泌尿器科、

消化器外科で年間 50 症例を目指します。 

 



３．その他 

開院から３年が経過し、１日あたりの入院・外来患者数は経営強化プランの目標値を

上回って推移していることに加え、開院当初の目標であった急性期充実体制加算につい

ても令和６年５月から算定が得られており、手術件数についても右肩上がりで推移して

います。 

今後も高い高齢化率などを背景に手術件数が増加していくと見込まれるため、経営評

価委員会の意見も得られたことから、当初の計画を早め、将来手術室を８番目の手術室

として整備します。 

 

（参考） 

・令和７年度の１日あたり入院患者数 

　経営強化プラン目標値：３７０人　　実績値（見込）：３９０人 

・令和７年度の１日あたり外来患者数 

　経営強化プラン目標値：６００人　　実績値（見込）：６７０人 


